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分ければ資源　まぜればゴミ
ルールを守って ゴミ減量

私たちの生活の中から生じるゴミ。最も身近な問題です。ゴミ の
出し方一つをとっても、一人ひとりのマナーが問われています。

昨年の12月から事業系ゴミの全面有料化も実施されました。増え

続けるゴミにストップをかけることができるのは、私たち区民自身
ではないでしょうか。

今一度、ゴミの分別・減量、そしてリサイクルについて見直して

みましょう。

使
っ
て
は
じ
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
!

ご
利
用
く
だ
さ
い
再
生
紙
製
品

「み
ど
り
の
夢
2
3
」

2
3区
で
共
同
開
贔
じ
区
内
2
0
3力
所

刄

取
売
し
て
い
る
「
み
ど
り
の
蔘
2
3
」
。

こ
れ
は

、
皆
さ
ん
が
集
め
た
紙
パ
ッ

ク
や
オ
フ
ィ
ス
の
古
紙
を
原
料
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
塩
素
系
漂
白
剤
を

屡
用
し
て
い
な
い
の
で
環
境
に
や
さ

し
ぐ
、
ま

た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

砿

心
が
な
い
の
で
コ
ミ
を
出
し
ま
せ

ぺ

未
来
の
子
ざ

廻

ち
に
緑
を
残

す
た
め
に
も
、
積
極
的
に
再
生
紙
製

品
竃

」利
用
く
だ
さ
い

。

問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ゴ
ミ
は
収
集
日
に
出
し
ま
し
よ
う

集
積
所
は
ゴ
ミ
捨
て
躅
で
は
あ
n
ま

せ
ん
。
集
積
所
と
し
て
ス
ペ
ー
ス
岑
提

供
し
て
い
る
方
や
嶇
町
の
方
が
気
持
ち

よ
く
生
活
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の

協
力
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

清
潔
な
集
積
所
の
保
持
に
努
め
る
ぷ
つ

お
願
い
し
ま
夛

。

※
収
集
日
の
お
問

い
合
わ
せ
は
管
轄
の
清
掃
事
務
所
へ

も
う
一
度
確
認
、
ゴ
ミ
の
分
別

現
在
、区
内
の
ゴ
ミ
収
集
は
、可
燃
ゴ

ミ
週
ふ
回
)
、不
燃
ゴ
ミ
(
週
L
回
)
、そ

し
て
月
2
回
の
囂
珮
ゴ
ミ
に
な
っ
て
い

李
y
。正
し
い
分
別
が
ゴ
ミ
の
減
量
化
・

資
源
化

、埋
立
処
分
場
の
延
命
化
な
ど

に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
じ

ま
す
。

蠢

愚

ゴ
ミ
(

週
3

回
)

▽
汰
ユ
ミ
(

台
所
の
ゴ
ミ
は
よ
く
水
を

き
っ
て
く
だ
さ
い
ン

食
用
油

「
紙
や

布
に

」
み

こ
ま
せ
忝
か
、
凝
固
剤
で
固

め
て
く
だ
さ
い
)
/
衣
類
(

皮
革
製
品

は
除
く
)
/

紙
く
ず
/

紙
お
む
つ
/

生

理
用
-
E
/
少
量
の
せ
ん
定
坊
な

ど

ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
容
器
に
入
れ
て

出
す

か
、
都
推
奨
の
ゴ
ミ
袋
奎

医
用
し

て
ぐ
だ
さ
い

。

・
不
燃
ゴ
ミ
(

週
1

回
)

▽
ご
y
ス
チ
ッ
ク
類
/
金
属
/
ガ
ラ
ス

/
陶
磁
器
/
ゴ
ム
/
皮
革
/
缶
類
の
一

部
(
油
の
缶
、
一
斗
缶
、
ペ
ン
キ
の
缶
、

ス
プ
レ
ー
缶

※
ス
プ
レ
ー
缶
は
カ
ラ

に
し
た
後
、
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
)
/

携
帯
用
か
い
ろ
/
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
/

フ
ロ
ッ
ピ
ト
デ
ィ
ス
ク
/
ポ
け
袋
i
&
J
　

不
燃
コ
ミ
は
中
身
の
琴
忿
袋
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
資
源
ゴ
ミ
(
月
2
回
)

マ
紙

薪
聞
紙
/
チ
ラ
シ
/
雑
誌
/
段

ボ
ー
ル
な
ど
)

▽
ビ
ン
(
飲
料
ビ
ン
/
食
料
ビ
ン
)

▽
缶
(
食
料
甬
/
飲
料
缶
)

-
い
ず
れ
も

問
先
日
足
立
柬
清
掃
事
務
所
a
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

酋
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

紙
パ
ッ
ク
、
乾
電
池
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
ヘ

区
で
は
、お
近
く
の
公
共
施
設
等
で

紙
パ
ッ
ク
(
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
)
と
乾

電
池
(
マ
ン
ガ
ン
、ア
ル
カ
リ
)
を
回

収
し
て
い
ホ
y
。祗
パ
ッ
ク
喘
上
質
の

パ
ル
プ
か
ら
作
ら
れ
て
お
り
、再
利
用

す
る
と
パ
ッ
ク
3
0
枚
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
t
I
5
個
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
乾
電
池
は
亜
鉛
や
マ
ン

ガ
ン
な
ど
の
貴
重
登
画
策
回
収
し
、

再
資
源
化
し
て
い
ネ
y
(
人
体
に
有
害

な
水
銀
入
口
の
乾
電
池
は
、現
在
生
産

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
)
。※
ボ
タ
ン
電

池
・
ニ
カ
ド
電
池
は
販
売
店
で
回
収
し

て
い
穿
y

問
先
日
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

4 月 スタート

ペットボトル

店頭回収

軽
く
て
こ
わ
れ
な
い
便
利
な
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
。で
も
、ほ
と
ん
ど
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ず
、ゴ
ミ
の
埋
立
処
分
畢
ま

で
邏
ぱ
れ
て
い
求
す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
回
収
や
運
搬
、つ
ぶ
y
な
ど
の
中
間

机
理
に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、コ
ス

ト
の
分
柏
が
大
き
な
問
題
`
}
な
っ
て
い

求
す
。
そ
こ
で
都
で
は
、4
月
か
ら
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
新
し
い
回
収
シ
ス
テ
ム

「
惠
呆
ル
ー
ル
」
夲
S
区
内
で
ス
タ
ー

ト
し
廖
歹
。
「惠
呆
ル
ー
ル
ほ
区
民
・

事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
と
責

任
膏
分
把
す
る
囂
厮
循
環
型
の
シ
ス
テ

ム
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
右
表
の
回
収
参
加
店
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
ど
れ
?

素
材
の
違
い
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
膏
る

も
{
と
で
き
な
い

も
の
が
あ
n
承
y
。

図
の
マ
ー
ク
が
つ

い
て
い
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
孝
豕
f
。

・

ビ
ン
の
よ
う
に
何
度
も
再
利
用
で
き

な
い
の
で
す
か
?

ド
イ
ツ
で
は
3
0
回
程
廖
使
用
で
き
る

も
の
も
矜

荼

す
か

、
日
本
で
は
強
度

や
洗
浄
の
問
題
で
検
討
中
で
す
。

・
再
生
品
は
ど
ん
な
製
品
が
あ
り
ま
す
か
?
　

カ
ー
ペ
ッ
ト
、包
装
材
。台
所
用
水

切
り
袋
、文
具
、靴
、セ
ー
タ
ー
、ト

レ
ー
ナ
ー
、シ
ャ
ツ
な
y
め
衣
類
ま
で

幅
広
く
作
ら
れ
て
い
ネ
y
。

問
先
日
都
・
清
掃
喝
コ
ミ
減
量
総
合
対

策
室
`
‘
(
5
3
2
0
)
5
7
1
4

PET

< ペットボトルの出し方>

①キャップをはずす②軽くすすぐ③足などでつぶす④参加店(右表)の回収ボックスへ

ペットボトル店頭回収参加店舗一覧
今号の主な内容

2
面
マ
マ
マ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
/
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手

帳
/
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
/
在
宅
歯
科
診
療

3
面
マ
マ
▽
国
民
健
康
保
険
料
改
定
/
国
民
年
金
口
座
振
替
・
前
納
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
/
水
洗
化
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん
金
利
改
定
/
ひ
ろ
ば
4

面
▽
▽
》
区
展
作
品
募
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

( E)あ だち広報 は毎月5 日 ・15日 号は新聞 折込、25日 号はシルバ ー人 材センターによる 各戸配布
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111 ㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
都
共
催
・
上
半
期
分
)

日
程
等
=
表
1
(
2
コ
ー
ス
制
)

対

象
日
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
y
」

冫
底
碯
U

、
講
習
期
間
中
、
全
日
を

通
し
て
受
講
で
き
る
区
内
在
住
の
方

定
員
卜
収
人
(
抽
選
)

費
用
日
8
千

円
(テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
=
(
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
希
望
コ
ー
ス
(
A

ま
た
は
B
)
、「ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
受
講
希
屏

と
萌
記

期
限
H
4

弖
砂
忿
着

申
先
H
障
害
福
祉

計
画
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
1

問
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

関
原

豐
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表1　 ホームヘルパー養成講習日程

※ いずれも場所は日ノ出町の総合ボランティアセンター。ただし、実習と同行訪問を除く

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

身
体
障
害
者
手
帳

身
体
の
不
自
由
な
方
が
、各
種
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
奮
文
け
る
た
め
に
必
要
な

壬
瑪
手
。
障
害
「
視
覚
、
聴
党
、
平

衡
機
能
、
音
声
、
`
諳
、
そ
し
ゃ
く
機

能
、
時
一
体
不
自
由
、
心
臓
、
に
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
y
」
う
、
直
腸
、
小
腸
機

能
)
の
程
度
に
よ
り
、
I
ト
&
級
の
等

級
が
あ
り
嫐
y
。
吏
吸
の
交
付
に
必
要

な
診
断
書
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

す
)
の
費
用
9
茗
、
一
部
(
内
部
障

害
は
1
千
円
、
そ
の
他
の
障
寓
ほ
2
千

円
が
限
度
)
息
急
補
助
し
ま
す
。
な

お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補
装
具
、
匯
常

生
活
用
具
な
ど
の
給
付
の
相
勝
寡
吁

付
け
て
い
ネ
y
。
申
・
問
先
卜
各
福

祉
事
務
所
(
表
2
)

愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者

毘
)

の
方
が
各

種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で

す
。
障
害
の
程
度
で
l
t
t

度
の

等
級
が
あ
2

ヂ

。

申
・
問
先
卜
▽
1
8

歳
以
上
の
方
・・・
都
・
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

登
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

y
1
8
筬
未
満
の
万
・・
都
・
足
立
児
童
相

談
所

豐
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

-
い
ず
れ
も
・

モ
譽
簒
釼
ち
の
方
で
、
次
の
方
は

必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
/

氏
名
が
豕
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し
た

と
き
/
手
帳
を
紛
失
・
破
徊
し
た
と
き

問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
訶
気
等
の

理
由
に
よ
ひ
乳
幼
児
の
保
育
が
で
忝
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
啄
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
墮
寡
吁

付
け
て
い
ネ
y
。
た
だ
し
、
年
齢
に
ょ

っ
刄

袗
吉
の
な
い
と
y」
'
2あ
り
ま

す
。
申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
簀

2
)表2　 福祉事務所一覧

申
請
書
を
提
出
し
た
方
へ

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給

提
出
さ
れ
た
申
請
書
夲
審
査
の
上
、

支
給
該
当
と
な
っ
た
方
に
は
、
4
月
末

冫
9

そ
に
口
座
振
込
等
で
支
給
し
ま

す
。

支
給
額
日
マ
福
祉
給
付
金
・
=―

人
に
つ
き
F
万
円

▽
介
護
福
髮
甼

人

に
っ
脊
J
万
円

▽
特
別
給
付
金

…
よ

に
っ
き
F
万
円

問
先
=
▽
年

金
関
係
で
支
螫
寡
吁
る
万
…
国
民
年

龠
簒

付
係

▽
児
童
扶
養
手
当
関
係

■
又
給
を
受
け
る
万
:
児
童
福
祉
課
児

童
早
当
係

▽
障
害
や
福
祉
手
当
関
係

で
支
給
を
受
け
る
万
・・在
宅
福
祉
課
在

宅
福
祉
係

▽
原
爆
被
爆
者
関
係
で
支

艙
寡
吁
る
方
・・・保
健
管
理
課
管
理
係

▽
そ
の
他
の
関
係
で
支
謦
冪
吁
る
万

・・・福
祉
慧
騷
7

在
宅
福
祉
課

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
育
料
の
口
座
振
替
(
自
動
払
込
)

保
育
料
の
お
支
払
い
は
、原
則
と
し

て
便
利
な
口
座
振
替
鬢
」利
用
い
た
だ

い
て
い
ホ
y
。4
月
か
ら
入
園
さ
れ
た

方
や
ま
だ
ヽ
剃
用
で
な
い
方
啄
振
込
手

恒
苳
お
願
い
し
ま
す
(
銀
行
、
信
用

金
庫
、郵
便
局
な
ど
を
利
用
で
き
ま
t

。保
育
料
は
毎
月
末
日
(
休
日
の

場
合
は
翌
月
初
め
)
に
引
登
麌
き
れ

求
y
。申
・
問
先
H
低
`
祉
事
務
所

爰
2
)

心
身
障
害
者
介
助
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
卜
5
月
1
日
～
数
力
月
動
務
日

等
卜
月
卜
金
曜
日
(
祝
日
は
休
み
)
、

午
前
1
0
時
叩
が
～
午
後
3
時
3
0
分
報

酬
等
卜
時
給
7
9
0
円
/
交
通
費
は
1
日
3
6
0

円
ま
で
支
給
対
象
H
2
0
～
4
0
歳
く
ら

い
の
健
康
な
ヌ
性
の
方

※
保
母
資
格

の
あ
る
方
優
先

内
容
H
心
身
に
障
害

が
蚕

芳
へ
の
生
活
訓
練
の
蚕
否
い

定
員
日
若
干
名

申
・
問
先
=
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
隻
両
習
係

酋
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

変
わ
り
ま
す

マ
ッ
サ
ー
ジ
事
業
の
実
施
方
法

昨
年
度
ま
で
、
喜
寿
・
傘

寿
・
米
寿
の
方
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

券
奮
禧
し
て
い
声
処

が
、
9

年
度
よ
り
こ
の
券
夲
堯
止
し

ネ
す
。
今
年
度
は
、
区
内
在
住

の
7
5歳
嘔
こ
の
方
を
対
象
に
。
2

ヵ
所
で
施
術
を
実
施
し
ま

す
。

扁
e
等
=
頁
3

定
員

卜
4
8人
(
先
着
順
)
費
用
卜
無

料

申
込
川
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜
端
襲
福

祉
協
議
会

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(

直
通
)

表3　9 年度マッサージ事業日程

●いずれも、受付は午前9 時から

健

康

寝
た
き
り
の
高
齢
者
の
方
へ

在
宅
で
歯
の
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

足
立
区
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得

て
、
寤
だ
き
り
で
歯
科
診
凍
夲
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
の
た
め
に

「
在
宅
高
齢
者
訪
問
歯
科
診
療
」
を
実

脚
し
て
い
求
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

対
象
H
区
内
在
住
/
6
5歳
以

上
/
介
護
者
が
い
る
/
在
宅
で
寝
た
き

り
の
万

※
訶
院
に
か
か
っ
て
い
る
方

は
、
事
前
に
歯
科
診
療
を
羮
け
て
よ
い

か
、
主
治
医
に
'
」確
認
く
だ
さ
い

内

容
卜
歯
の
治
療
/
入
れ
歯
の
作
成
や
調

螫
等
囂
7
健
康
保
険
等
(
老
人
医

潦
証
も
貪
む
)
の
扱
い
に
よ
り
利
用
者

負
担
申
込
H
電
話
※
客
抖
け
を

し
て
か
ら
保
健
所
・
保
健
相
談
所
の
職

員
が
現
況
厦
認
に
訪
問
し
斈
ゐ
で
、

診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
賈
薮
が
か

か
口
季
y
申
・
問
先
卜
保
健
予
防
係

成人健康教室に

参加しませんか

保
健
所
、
保
健
相
談
所
で
健
康
教
室

蚩
忖
っ
て
い
嫐
y
。
成
人
健
康
診
査
(
区

内
医
療
機
関
実
施
)
登
霞
¥
労
は
、

健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に

お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
等
卜
表
4

定
員
日
各
4
0人
(
先
肴
眼
)

※

定
具
に
満
た
な
い
場
合
は
、
健
康
診
査

を
鷽
け
て
い
な
い
方
で
も
参
加
で
き
ま

す

申
込
卜
電
話

※
受
講
時
は
、
成

人
健
診
結
果
罘
至
谿
ち
く
だ
さ
い

表4　 成人健康教室日程

新

し
い

仲

間

募集

遊
び
の
会
(
友
遊
会
、じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
)

親
子
1

に

つ
い
て
自
分
た
ち
で
考
凡
な
が
ら
活

勣
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん

か
。
日
時
悲
胃
1

回
月
曜
日
、
午

前
1
0時
3
0分
～
1
1時
3
0分

対
象
日

東
和
保
健
相
談
所
管
内
在
住
の
親
子

▽
じ
ゃ
&
び
ん
ぽ
ん
・
・
・
L
歳
i
召

か
ら
冫
歳
&
ヵ
月
▽
友
遊
会
・
・
・
?

歳
a
ヵ
月
か
盒
颱
前

定
員
口
各
5
0

組

申
込
日
電
話
(
4
月
1
6
Eか

ら
)
、
棚
・
申
・
問
先
=
東
w
R

相
談
所

豐
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

☆大正● 無 料コンサート と 講習会4 月27日( 日) 、 午後2 時/ エ ル・ソフィア/ 久保H388E- 7067
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国

保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料

4
月
～
6
月
分
納
付
書
を
送
付

9
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
通

知
書
と
4
月
F
6
月
分
納
付
書
を
、
4

以
皆
泛
発
送
し
豕
す
。
た
だ
し
、
今

回
通
知
す
る
保
険
料
は
、
8
年
度
住
民

税
額
を
棊
に
仮
計
算
」
だ
も
の
?
夛
。

正
し
い
9
年
度
保
険
料
は
、
9
年
度
住

民
税
額
が
決
定
し
た
時
点
で
再
計
算
し
、

7
月
以
降
に
改
め
て
決
定
金
額
を
通
知

し
毒
y
。
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末

ほ
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
n

永
子
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
H
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

※
口
座
振
替
の
こ
と
は
収
納
管
理
係
へ

国
民
健
康
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
は
、
保
険
料
収
入
と

m
一
の
支
出
命
で
運
営
套
‥
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
毎
年
医
療
費
が
増
加
し
、
財

源
不
足
が
続
き
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
都
や
区
が
一
般

財
源
な
ど
で
こ
の
不
尽
分
を
瘧
つ
て
き

声
レ
た
。
」
が
し
、
一
般
財
源
の
投
入

に
も
限
度
が
あ
り
毒
歹
。
国
の
支
出
金

を
壜
額
す
る
ぶ
a
藁
石
し
て
い
李
y

が
、
加
入
者
の
皆
麌
かに
も
増
加
す
る

医
療
費
齏
百
し
い
国
保
財
政
の
中
で
の

今
回
の
改
定
に
、
ぜ
ひ
ご
理
艇
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ネ
歹
。

改
定
額
等
卜

▽
均
等
割
額
・・・
2
万
1
千
峩
円

▽
料

率
:
i
・
6
2
※
限
度
額
5
2万
円
は
変

更
あ
り
ま
廿
ん

問
先
日
国
民
健
康
保

険
課
資
格
賦
課
係

国
民
年
金
口
座
振
替
・
前
納

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
(
4
/
3
0ま
で
)

9
年
4
月
末
ま
で
に
口
座
振
替
{
¥

靨
萋
さ
れ
た
方
、
す
で
に
口
座
振
替

盍
泪
さ
れ
て
い
る
方
祁
丙
芬
年
度

の
保
険
料
を
叨
納
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、

応
募
に
よ
Q
佃
選
で
、
1
0
0組聊
人
の
方

に
年
金
福
祉
施
設
の
宿
泊
券
を
ぶ
是

、

千
(
の
方
に
「
ゆ
n
か
も
め
I
E
乗
車

芦

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
求
す
。

応
募

方
法
H
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
譱
眤
年
金
番
号
、
申
込
区

分
A
ま
た
は
B
(
ん
は
口
座
振
替
利
用
、
1
3

は
前
納
利
用
)
i
明
記

期
限
り

月
3
0
日
消
印
有
効
申
先
日
東
京
都
福

祉
局
社
会
保
険
指
導
部
〒
1
6
3
-
0
1
新

宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
1

問
先
卜

都
・
福
祉
局
社
会
保
険
指
導
部

霖
(
5
3
2
0
)
4
2
5
1

国
民
年
金
課
保
険
料
係

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

日
程
等
=
I
K
5

内
容
H
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
い

方
法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、

千
住
区
民
事
務
所
で
行
い
求
す

問
先

卜
国
民
年
翕

罹
進
係

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
お
手
持
ち
の
8
年
度
の
納
付
S
は
4

月
3
0日
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
問
先
卜

国
民
年
金
課
保
険
料
係

表5　4 月のねんきん出張相談日程表

夜間開設

お

知

ら

せ

水
洗
化
工
事
融
資

あ
っ
せ
ん
金
利
の
改
定

内
容
卜
水
洗
化
工
事
(
水
洗
憊
町
へ
の

切
ひ
懋
咒
/
浄
化
槽
の
撤
去
/
排
水
設

備
の
設
置
)
の
資
金
に
お
困
り
の
方
に
。

一
定
の
条
件
で
融
資
あ
っ
せ
ん
受
付
い
、

利
子
の
一
部
を
裲
給
し
零
歹
融
資
額

H
5
万
円
～
3
5
万
円
金
利
H
マ
貸
付

金
利
・・・
2
・
5
%

▽
利
用
者
負
担
:
i

・
2
5
%
▽
区
補
給
・・
i
・
2
5飴

(
9
年
4
月
1
日
受
付
分
よ
り
適
思

※
工
事
着
工
後
の
受
付
は
で
き
轟
尤

。

必
ず
柵
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
卜
計
画
調
整
課
助
成
係

調
理
師
試
験
(
6
月
実
施
)の
願
書
を
配
布
中

配
布
楊
所
H
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

願一
受
付
H
▽
一
般
…
5
月
1
4～
1
6日
、

都
・
第
二
本
庁
舎
ホ
ー
ル

▽
団
体
・・・
5

月
1
2・
2
m
'
都
・
健
康
推
戛
課

※
試
験
は
&
月
1
5
E
㈲
問
先
川
足
立

保健屏
登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保健
所

霖
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

み
ん
な
集
ま
れ

区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ

少
年
団
体
の
野
外
活
動
童
蘊
チ
る

た
め
、
夏
休
み
期
間
中
、
元
溯
江
公
園

内
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
。
キ
ャ
ン
プ

m
甘
収
賃
し
出
k
ヂ
。
期
間
等
日

7
既
習
y
8
月
3
1
日
▽
t
泊
2
日

・
牟
後
L
時
～
翌
日
の
午
前
1
1
時
▽

且
l
一
り
・
・
・
午
前
u
時
～
午
後
1
時
対

象
H
区
内
少
年
団
体
(

利
用
煮
D

人
に

つ
き
、
教
育
委
員
会
指
定
講
庫
蓚
了
者

丁
人
が
必
要
)

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ

に
団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、「
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
希
芦

あ
る
い
は
「
キ
ャ
ン
プ
用
品
外
部
貸
出

希
望
」と
明
記
T

団
体
1
通
に
限
る
)

期
限
日
5
a

料

必
着

受
付
順
位
公

開
抽
選
日
5
月
2
9日
、
午
後
6
時

区

役
所
南
館
1
2階
)

※
後
日
抽
選
結

果
・
申
込
受
付
日
を
通
知
し
ま
す

申
・
問
先
日
少
年
育
成
係

〒
跏
中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

募
集
し
ま
す
!

「
実
践
地
区
」

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
合

尚

テ
ー
マ

に
沿

て
1
年
I

を
実
践
地
g
と
し
て
指
定
し
、
活
助
の

支
援
な
ら
び
に
助
成
を
し
家
y
。
活
動

を
希
單
y
る
団
体
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
H
高
齡
者
に
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り

定
員
=
m
B
体

(地
区
町
遅
単
位
で
I
団
体
)

申
込

↓
鷄

期
限
日
5
月
2
0
R
問
先
日

地
域
振
興
課
育
成
係

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

「
共
通
科
目
/
第
1
回
」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
・
指

導
力
の
同
よ
と
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
普
及
・
推
進
奎
凶
る
冫
g
肓
咼
に

開
催
し
豕
y
。
共
通
科
目
刄
劬
に
開
催

す
る
専
門
科
目
の
受
講
・
試
験
に
合
格

し
た
方
は
、
区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
4

員
と
し
て
認
定
し
登
録
が
で
塁
豕
y
。

ま
た
、
履
修
に
お
い
て
単
位
不
足
が
生

じ
死
場
合
は
、
次
回
講
習
会
以
降
で
も

分
割
の
受
講
が
で
き
ま
す
。

日
程
等

卜
表
6

対
象
卜
2
0歳
以
上
で
、
ス
ポ

ー
ツ
指
導
査
行
つ
て
い
る
方
お
よ
び
指

導
者
を
目
指
す
方

定
S
芯

用
H
無
料

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
「
共
通
科

目
」、
墜
町

氏
名

ラ
ひ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
ス
ポ
ー
ツ
種

目
、
所
属
団
体
痴
明
記

期
限
卜
4
月
3
0
E

必
橢

申
・
問
先
卜
体
育
振
興
係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

表6 スポーツ指導員養成講習会「共通科目」日程等

統
計
調
査
員
(
登
録
者
)
募
集

国
や
都
か
ら
委
任
さ
れ
た
各
種
統
計

調
査
に
か
か
わ
る
調
査
事
務
等
に
従
事

す
る
方
を
募
笋
じ
て
い
ま
す
。
対
象
日

次
の
要
件
令
て
に
蜑
宇
る
万
…
満
2
0

歳
以
上
の
方
/
実
際
に
調
査
に
従
事
で

き
る
方
/
租
税
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
に

従
事
し
て
い
な
い
方
/
選
挙
関
係
者
で

な
い
方

申
・
問
先
卜
統
計
係

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
家
屋

の
玄
関
等
に
取
り
付
け
て
あ
る
住
居
表

示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
新
し
い

住
居
表
示
板
を
無
料
で
再
交
付
し
て
い

ま
す
。
ご
つ
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

申
・
問
先
卜
住
居
表
示
担

当

育てよう桜
咲かそう足立の文化

五色桜のつどい
日時=4月27日( 叺午前11時～
午後3 時 内容= 五色桜に

関する工作・展示、合唱、模
擬店等 場・問先= 西部児童

館・老人館C3897 ―5016

いきいき学び 情報を
電話でキャッチ!

生涯学習
情報ダイヤル
あなたが揀している講座やイベ

ントについて、区内情報を嘔 已ヽに、
いつ、どこで、どんなふうに開催
されるのかを電話でご案内します。

“ 何カ匍 めたい… " そう思った時
から始まる 「学びのスト ーリー」。
このダイヤフレカち 「あなたのスト

ーリ ー」がスタートします!
お気軽にお電丿舌ください。

ダイヤル開設日時=4月15日から

毎日、午前10時～午後5時

3605- 7181( 生涯学習館)

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
自
分
の
子
供
達
、

平
等
に
愛
せ
ま
す
か
」―
月
1
8
貝
t
、

午
前
胆
霑
芬
～
正
午
/
大
谷
田
谷
中

住
区
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
清
水

酋
(
3
6
2
8
)
4
3
p

』
8

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
4
月
2
7
日
囲
、

午
前
m
一
時
～
午
後
t
時
(
囹
大
の
場
合

5
月
3
日
)
/
ル
ミ
ネ
北
千
住
店
匣
上
/

営
業
部
販
売
促
進
課

酋
(
3
8
8
8
)
7
5
5
9

」

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
胥
募
集

5
月
1
0
日
出
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

(雨
天
中
止
)
/
ひ
ま
わ
り
園
/
出
店

料
千
円
/
申
し
込
み
は
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
出
汚
物
の
種

類
・
電
話
番
号
産
明
記
(
4
月
2
6日
消

印
有
効
)
/
同
園
実
行
委
員
・
宮
崎

〒
1
2
0綾瀬
7
-
2
-
7

酋

『
3
6
p
』
9
)
3
2
3
1

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

a
n
日
聞
、午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

(雨
天
の
場
合
1
8旦
/

大
谷
田
公
園
/

出
店
料
千
円
/
申
し
込
み
は
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
毎
泰
昭

記
(
4
月
2
5
E必
釁
/

チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
サ
ー
ク
ル
・
小
山

〒
1
2
0
大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

昔
(
3
6
0
0
)

日
5
2
7

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

昔
(
3
B
B
o
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議

会
か
ら
の
お
わ
び

当
協
議
会
が
蜀
ヤ
¥

じ
た
「ふ
れ

あ
い
足
立
」第
1
1号
(
3
月
1
5り
発
行
)

の
I
面

函

」
の
欄
で
、「
西
新
井
大

師
青
年
部
」
と
必
る
の
は
「
西
新
井
町

会
青
年
部
」
の
誤
ひ
で
し
た
。
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
お
わ
び
し
巫
t
E
戸
石

に
、
訂
正
し
ま
す
。(

同
事
務
局
(
区

忿
励
地
域
振
興
課
育
成
係
)
》
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あ
い
ネ
ッ
ト
2
1ご
利
用
の
方
へ

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1で
検
索
・
利
用
で
き

る
情
報
は
、4
月
1
日
よ
り
次
{
y
£
n

刄
な
り
声
し
た
。

▽
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
、
区
民
保
養
所
・
体
育
施
設
な
ど

の
予
約
案
内
、
図
書
情
報
な
ど
7
項
目

く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
広
報
課
映
像
相
当

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

み
ん
な
で
歌
お
う
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
卜
4
月
2
6日
出
、
午
後
O
時
3
0分

会
場
H
区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム

曲
目
卜

『花
』
ほ
か

出
演
凵
「
静
の
き

会

員
(
神
田
静
子
氏
ほ
か
)
S
用
H
無

料

問
先
卜
文
化
振
興
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

郷
士
博
物
館

春
季
区
民
教
養
講
座

日
時
日
4
月
2
7日
㈲
、
午
後
L
時
3
0分
(

午
後
L
時
か
ら
受
付
)

場
所
凵
青

年
セ
ン
タ
ー

内
容
卜
教
育
資
料
の
収

集
と
資
料
館
の
設
置
へ
向
け
て

費
用

H
無
料
申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
日
郷
土
博
物
館

豐
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
3
1回
足
立
区
展
作
品
募
集

日
程
卜
表
1

規
定
=
表
2
(
個
人
作

品
に
限
り
ま
す
)

対
象
凵
区
内
在

住
・
在
動
・
在
学
の
方

申
込
H
所
定

の
串
込
黔
に
記
入
の
う
凡
、
愕
E
惨
(

日
に
各
会
場
に
て
鷽
け
付
け

※
申
込

用
紙
は
、
文
化
振
興
係
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
、
青
年

セ
ン
タ
ー
、
生
啀
学
習
館
に
あ
n
汞
す

問
先
日
文
化
振
興
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　 区展日 程

表2　 区展出品規定

スケッチ
あだち

新しい仲間とこんにちは
桜花小学胞・

西保木間小学校が開校
4
月
に
統
合
新
校
の
桜
花
小
と

西
保
木
閭
小
が
開
校
し
ま
し
た

。

そ
の
た
め

、
桑
袋
小
と
花
畑
東
小

、

ま
た
竹
の
塚
北
小
と
渕
江
第
二
小

が
閉
校
す
る
y
に
yこ
ぐ
な
り

、3
月
2
5

日
に
各
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た

。

ま
た
同
日
、桑
袋
小
の
子
ど
石

た
ち
が
毛
長
川
を
渡
っ
て
安
全
に

桜
花
小
へ
登
校
す
る
た
め
?
(
道

橋
、
「さ
く
ら
橋
」の
渡
り
初
め

式
も
あ
り
ま
し
た
。花
畑
北
中
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
が
流
れ
る

な
か
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
そ
の
嘴

4
月
か
ら
同
じ
学
校
の
仲
間
に
な

る
桑
袋
小
と
花
畑
東
小
の
子
ど
石

た
ち
が
、
橋
を
渡
り
つ
つ
、
「
仲

良
く
し
ぷ
7
ね
」
と
笑
顔
で
蓼
キ

を
か
わ
し
ま
に
た
厂
`
鵈
‥

▲ さくら橋でのテープカット

▲ 思い出深い校歌を歌って・ 別 れ( 桑袋小)

▲ 竹の塚北小閉校式

毎
年
続
け
て
1
0年
目

老
人
会
館
で
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
8
日
、
老
人
会
館
で
す
み

れ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、
第
十
四
中
学
校
の

マ
ン
ド
リ
ン
部
の
皆
癶
刄
が
毎
年
行
っ

て
い
る
演
奏
会
で
、
今
年
で
1
0回
目
に

な
り
乖
T

。
歌
詞
カ
ー
ド
も
配
ら
れ
、

最
後
の
曲
「
月
の
砂
漠
」
は
、

会
場
の
皆
さ
ん
で
大
合
唱
に
な

り
ま
し
た
。

寒緋桜が
満
開

3
月
中
旬
、
鹿
浜
六
T
自
の
押
部

公
園
で
は
、
一
足
早
く
桜
が
満
開
。

こ
の
桜
は
早
咲
き
の
桜
の
一
種
の
寒

緋
桜
。
一
般
に
よ
く
見
か
け
る
染
井

吉
野
は
日
に
近
い
薄
紅
伍
や
子
か

、

こ
の
花
は
濃
い
ピ
ン
ク
色
で
鐘
状
、

し
か
も
下
向
き
で
半
分
し
か
開
か
ず
、

艶
や
か
な
感
じ
で
す
。

鈴
な
ひ
の
花
で
ピ
ン
ク
色
に
染
ま

っ
た
公
園
。
行
き
茗
フ
人
は
、
思
わ

ず
宛
を
止
め
て
花
を
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。

どこまでも飛んでけ!

ぺット ボト ル
ロケット

3
月
8
日
、
大
谷
田
小
学
校
で
P
T
A

に
よ
る
親
子
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
卜け
大
会
が
あ
口
ま
し
た
。2

本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
姙
髮
お
せ
て

ロ
ケ
ッ
k
咎
っ
く
り
、
皆
で
思
い
思
い

に
飾
り
付
け
牙
ず
る
と
、
会
場
は
グ
ッ

と
カ
ラ
フ
ル
に
。

そ
れ
ぞ
れ
自
信
作
を
痔
っ
て
校
庭
へ

行
き
、
自
分
の
打
貉
上
げ
の
順
番
を
痔

っ
表
情
碚
(
人
も
子
ど
虱
も
真
剣
そ
の

も
の
。
飛
行
距
離
の
記
録
が
更
新
さ
れ

る
た
び
に
、
歓
声
が
わ
き
お
こ
2

ヂ

。

そ
し
て
優
勝
の
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
号
(
鈴

木
康
介
君
)
は
皆
の
予
墾
厦
笳
に
超

え
て
、8
2
mか
記
録
。

飛
行
距
離
は
様
々
で
す
が
、
ど
の
口

ケ
ッ
ト
も
愬
果
め
せ
て
、
ど
こ
ま
で

も
遠
ぐ
へ
飛
ん
で
い
っ
た
に
ち
か
い
あ

り
ま
せ
ん
。

体育館で
ロケット制作

侠
の
ロ
ケ
ッ
ト
う
ま
く
と
ぷ

か
な

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
1

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

献
血
お
待
ち
し
て
い
ま
す

1
万
5
千
人
献
血
達
成

記
念
式
典

2
月
2
5日
、
創
立
1
2
0周年
を
迎
え
た

本
木
小
学
校
で
、1
万
i
千
人
献
血
達

成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
声
レ
だ
。

こ
れ
は
、
区
内
で
社
会
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
い
る
東
京
足
立
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た
も
の
。こ
の
ク

ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
2
0年
間
に
わ
た
り
P
T
A

や
地
元
町
会
と
協
力
し
、
献
血

に
取
ひ
鈬
万
で
孝
ま
し
た
。

1
万
5
千
人
目
の
献
血
達
成
者
は
、

今
回
で
献
皿
7
3
回
目
と
り
つ
西
新
井
本

町
四
丁
目
に
お
住
ま
い
の
鈴
木
清
さ
ん
。

前
後
賞
の
大
賀
さ
ん
(
本
木
南
町
)
、

松
本
さ
ん
(
大
谷
田
一
丁
自
)
と
と
も

に
、関
係
者
か
ら
鴛
`
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
泌
と
も
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
嫐
y
。

式典終了後に鈴本さん、大鰐さん、松本さんを囲恥で

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています S　240, 000


